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１．はじめに




























































































































会心理学者であり、Journal of Personality and Social 












































































































































奨する J- １客員研究員用の保険プログラム（360 ドル）
に加入しました。








デスクトップ PC や共用プリンターがあり、PC には










































Attitude and Persuasion）研究会です。GAP 研究会
とは、1980 年ころから心理学部内で開催され続けて
いる伝統ある研究会で、前述の R. ペティをはじめと
した心理学の大御所の先生のほか、ビジネススクール
の客員研究員なども加わり、毎回、若手研究者が自身
の研究内容を発表していきます。ここで紹介された内
容が、数年後にトップ・ジャーナルに掲載されること
も珍しくないため、一級品の研究がどのように進めら
れており、最新の研究動向がどのようなものかを把握
するうえで、非常に貴重な場でした。
　私も GAP 研究会で一度発表する機会を頂き、参加
者の方から多くのコメントをいただきました。参加者
は、一流ジャーナルの査読者を行っていることも多い
ため、自分自身の研究をジャーナルに投稿した場合、
査読においてどのような点が指摘されるかを事前に知
ることもでき、その意味においても非常に価値ある経
験となりました。
写真３　Fujita ゼミのメンバー
６．むすび
　研究の取り組み方や今後の方向性を考えるうえで、
今回の在外研究はかけがえのない経験となりました。
このような機会を得ることができたのも、学部長をは
じめとした執行部の先生方、国際センターなどの関係
各所、ならびに授業負担等の点で私が不在の間にご協
力いただいた諸先生方や学部事務課の皆様のご協力に
よるものであると改めて感じております。すべての方
のお名前を挙げることはできませんが、この場を借り
て重ねて御礼申し上げる次第です。今後、米国への在
外研究を予定されている先生にとって、本稿の情報が
少しでもお役に立つものであれば幸いです。
